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１
．
は
じ
め
に

神
戸
電
鉄
粟
生
線
（
以
下
、
粟
生
線
）
に
存

廃
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。
年
間
10
億
円
近
い

経
常
損
失
が
発
生
し
、
一
民
間
企
業
で
事
業
を

継
続
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
本
誌

の
特
集
記
事
で
は
、
そ
う
し
た
粟
生
線
の
問
題

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
取
り
上
げ
る
が
、
本

稿
で
は
、
粟
生
線
の
存
廃
問
題
を
考
え
る
視
角

と
し
て
、
地
域
社
会
と
鉄
道
の
役
割
を
改
め
て

整
理
し
た
い
。

以
下
、
２
節
で
２
０
０
０
年
以
降
の
鉄
道
廃

止
・
存
続
の
動
き
を
概
観
し
た
後
、
３
節
で
海

外
に
お
け
る
鉄
道
復
権
の
動
き
に
言
及
し
、
４

節
で
鉄
道
の
役
割
を
改
め
て
整
理
す
る
。
そ
の

上
で
、
５
・
６
節
で
粟
生
線
問
題
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
筆
者
な
り
の
ま
と
め
を
行
う
。

２
．
２
０
０
０
年
以
降
の
鉄
道
を
め
ぐ
る
動
き

鉄
道
の
存
廃
問
題
は
今
に
始
ま
っ
た
も
の
で

は
な
い
。
特
に
、
１
９
８
０
年
代
以
降
、
旧
国

鉄
の
特
定
地
方
交
通
線
の
存
廃
が
問
題
と
な

り
、
実
際
に
多
く
の
路
線
が
廃
止
さ
れ
た
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
傾
向
が
収
束
す
る
か
に
見
え

た
２
０
０
０
年
以
降
、
鉄
道
の
廃
線
は
再
び
加

速
し
た
。
き
っ
か
け
は
、「
需
給
調
整
」
と
呼
ば

れ
る
規
制
の
撤
廃
で
あ
る
。

２
０
０
０
年
に
鉄
道
事
業
法
が
改
正
さ
れ
、

交
通
事
業
者
は
届
け
出
に
よ
っ
て
路
線
の
廃
止

を
容
易
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
廃
止

の
場
合
、
沿
線
の
地
元
住
民
と
の
協
議
が
あ
る

が
、
最
終
的
に
は
事
業
者
の
意
向
を
通
す
こ
と

が
で
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
15
年
の
間
に

６
７
０
㎞
以
上
の
路
線
が
廃
止
さ
れ
た
。
そ
れ

ら
の
多
く
は
、
過
疎
地
の
ロ
ー
カ
ル
線
で
あ
る

が
、
こ
の
10
年
余
り
は
、
一
定
の
人
口
集
積
が

あ
る
地
域
の
鉄
道
も
廃
止
が
目
立
っ
た
。
例
え

ば
、
日
立
市
を
走
る
日
立
電
鉄
、
名
古
屋
鉄
道

の
岐
阜
地
区
な
ど
で
あ
る
。

一
方
、
い
っ
た
ん
は
廃
止
が
取
り
沙
汰
さ
れ

な
が
ら
も
、
新
し
い
事
業
体
と
し
て
路
線
を
存

続
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
現
れ
た
の
も
２
０
０
０
年

以
降
で
あ
る
。
02
年
の
万
葉
線
（
旧
加
越
能
鉄

道
）、
03
年
の
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
（
旧
京
福
電

鉄
）、
三
岐
鉄
道
（
旧
近
鉄
北
勢
線
）、
06
年
の

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
（
旧
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）、
和
歌

山
電
鐵
（
旧
南
海
電
鉄
）、
08
年
の
ひ
た
ち
な

か
海
浜
鉄
道
（
旧
茨
城
交
通
）
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
鉄
道
の
ほ
と
ん
ど
は
、
単
に
鉄
道
が

残
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
事
業

体
の
下
で
利
用
者
は
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
事
業
者
が
廃
止
の
意
向
を
示
し

た
、
あ
る
い
は
京
福
電
鉄
の
よ
う
に
実
際
に
営

業
が
停
止
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
存
続
・

再
生
に
成
功
し
た
ケ
ー
ス
に
は
共
通
す
る
要
素

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
住
民
が
存
続
・
再
生
に
向

け
た
強
い
意
思
表
示
を
粘
り
強
く
行
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
地
域
の
自
治
体
が
公
的
な
支
援
を
行

う
形
で
鉄
道
存
続
・
再
生
に
積
極
的
な
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
で
あ
る
。
万
葉
線
で
存
続
運
動

を
行
っ
た
市
民
運
動
グ
ル
ー
プ
が
和
歌
山
電
鐵

や
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
の
設
立
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
の
市
民
運
動
に
手
を
差
し
伸

べ
る
な
ど
、
鉄
道
存
続
に
向
け
た
各
地
の
市
民

活
動
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
活
発
に
な
っ
た
の

も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
２
０
０
０
年
代
に
な
る
と
、
政
府
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は
規
制
緩
和
を
進
め
る
一
方
、
地
方
鉄
道
の
衰

退
と
地
域
社
会
の
疲
弊
を
受
け
て
、
公
的
な
関

与
の
必
要
性
も
打
ち
出
し
た
。
国
土
交
通
省
鉄

道
局
長
の
検
討
会
は
、
03
年
に
、「
地
方
鉄
道

は
地
域
の
基
礎
的
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
」
と
い
う

基
本
的
考
え
方
を
提
示
し
、
報
告
書
で
は
「
鉄

道
事
業
者
が
自
立
的
な
経
営
を
目
指
す
と
い
う

観
点
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
道
事
情
に
近
い
考

え
方
、
す
な
わ
ち
、
輸
送
密
度
が
小
さ
な
地
方

鉄
道
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
公
的
負
担
が

不
可
欠
と
す
る
観
点
を
両
立
し
て
い
く
必
要
が

あ
る（

１
）

」
と
述
べ
て
い
る
。

３
．
欧
州
に
お
け
る
鉄
道
復
権

そ
れ
で
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
道
事
情
」
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
欧
州
は
日
本
と
異
な

り
、
鉄
道
事
業
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
公
営
で
運
営

さ
れ
て
き
た
が
、
鉄
道
は
斜
陽
産
業
と
言
わ
れ
、

経
営
的
に
は
全
く
収
益
性
は
な
か
っ
た
。
加
え

て
、
競
争
原
理
が
働
か
な
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

水
準
は
低
く
、
鉄
道
利
用
者
は
減
少
を
続
け
た
。

し
か
し
、
そ
の
欧
州
が
20
世
紀
の
終
わ
り
ご

ろ
か
ら
「
鉄
道
復
権
」
に
転
じ
た（

２
）

。
背
景
に

は
、
過
度
に
ク
ル
マ
に
依
存
し
た
地
域
社
会
に

お
い
て
、
人
々
の
移
動
と
い
う
生
活
の
基
本
を

守
り
、
地
域
の
再
生
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
考
え
方
が
浸
透
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、

地
球
環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
環
境
効

率
の
高
い
鉄
道
の
有
効
活
用
が
必
要
と
い
う
認

識
が
広
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

鉄
道
改
革
の
具
体
的
な
き
っ
か
け
の
一
つ
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
鉄
改
革
で
導
入
さ
れ
た
鉄

道
の
「
上
下
分
離
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
１
９ 

８
０
年
代
、
経
済
の
規
制
緩
和
・
自
由
化
を
推

進
す
る
考
え
方
が
広
が
る
中
で
、
鉄
道
事
業
の

イ
ン
フ
ラ
部
分
と
運
行
部
分
を
分
離
し
、
イ
ン

フ
ラ
部
分
は
公
的
な
管
理
と
す
る
一
方
、
運
行

部
分
に
民
間
事
業
の
原
理
を
取
り
込
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
経
営
の
効
率
化
と
サ
ー

ビ
ス
向
上
が
見
ら
れ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
利

用
者
数
が
増
加
に
転
じ
、
鉄
道
事
業
の
業
績
は

改
善
を
遂
げ
た
。
日
本
の
国
鉄
民
営
化
は
上
下

一
体
で
の
改
革
だ
っ
た
の
に
対
し
、
欧
州
で
は

「
上
下
分
離
」
に
よ
っ
て
民
営
化
を
進
め
た
の
で

あ
る
。
民
営
化
の
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
は
、

欧
州
内
で
も
国
に
よ
り
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
が
、

鉄
道
の
運
営
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
改
革

が
進
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
90
年
代
の
冷

戦
終
結
、
欧
州
統
合
と
い
う
時
代
の
変
化
の

中
、
欧
州
全
体
を
結
び
付
け
る
高
速
鉄
道
網
の

急
速
な
整
備
も
進
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
鉄
道
復
権
の
動
き
は
、
都
市
間
鉄

道
の
み
な
ら
ず
、
都
市
内
や
都
市
と
近
郊
を
結

ぶ
都
市
圏
の
鉄
道
で
も
見
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
で

は
、
60
年
代
か
ら
都
市
交
通
事
業
者
間
の
連
合

体
と
し
て
の
運
輸
連
合
が
あ
っ
た
が
、
90
年
代
半

ば
の
鉄
道
改
革
と
地
域
化
の
中
で
、
行
政
主
導
に

よ
る
運
輸
連
合
が
次
々
と
誕
生
し
た
。
96
年
に
施

行
さ
れ
た
「
地
域
化
法
」
で
は
、
公
共
近
距
離

輸
送
は
「
生
存
配
慮
」
の
対
象
と
し
て
定
義
さ

れ
、
都
市
交
通
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
82
年
の
「
国
内
交

通
基
本
法
」（
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
）
に
よ
っ
て
、「
交
通

権
」
が
定
め
ら
れ
、
90
年
代
以
降
の
関
連
法
整

備
で
、
人
口
10
万
人
以
上
の
都
市
圏
に
計
画
策

定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

地方鉄道問題に関する検討会（2003）　　　詳しくは宇都宮（2012）参照
（
１
）

（
２
）
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２
０
０
０
年
に
な
る
と
都
市
圏
交
通
計
画
と
土

地
利
用
と
の
連
携
も
図
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
都
市
圏
の
交
通
は
、
ま
ち
づ

く
り
や
土
地
利
用
と
も
整
合
性
を
持
た
せ
な
が

ら
、
旧
来
の
国
鉄
線
や
地
下
鉄
、
路
面
電
車
、

さ
ら
に
は
バ
ス
な
ど
他
の
交
通
モ
ー
ド
と
も
、

路
線
網
や
ダ
イ
ヤ
、
運
賃
な
ど
を
統
一
す
る
形

で
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
路
面
電
車
に
つ
い
て

は
、
１
０
０
％
低
床
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
車
の
登

場
や
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
施
設
と
一
体

の
建
設
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
進
化
を
遂

げ
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
）
と
し
て
、
欧
州
全
土
に
普
及
し
た
。

さ
ら
に
都
市
圏
で
は
、
複
数
の
行
政
単
位
を

ま
た
が
っ
た
広
域
で
、
ま
ち
づ
く
り
か
ら
社
会
政

策
と
連
携
し
て
公
共
交
通
を
計
画
的
に
整
備
す

る
方
法
が
と
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
政
策
は
、
今

日
、
イ
ギ
リ
ス
の『
１
９
９
８
年
交
通
白
書
』
で

提
示
さ
れ
た
「
統
合
的
交
通
政
策
（Integrated 

T
ransport Policy

）」と
呼
ば
れ
、欧
州
に
お
け

る
都
市
交
通
政
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

４
．
鉄
道
の
役
割

欧
州
で
は
、
鉄
道
の
利
用
者
が
回
復
し
、
都

市
圏
で
は
中
心
市
街
地
で
の
自
家
用
車
利
用
を

減
ら
す
こ
と
に
も
成
功
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

日
本
の
場
合
、
新
幹
線
や
大
都
市
に
お
け
る
鉄

道
利
用
者
は
多
い
も
の
の
、
地
方
鉄
道
が
「
社

会
イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て
欧
州
の
よ
う
に
「
復
権
」

す
る
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
背
景
に

は
、
鉄
道
事
業
も
独
立
採
算
で
収
支
を
合
わ
せ

る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

し
か
し
、
鉄
道
の
役
割
、
専
門
的
な
用
語
で

い
え
ば
「
社
会
的
便
益
」
は
広
い
。
鉄
道
は
、

速
達
性
や
快
適
性
を
備
え
た
移
動
手
段
で
あ
る

と
と
も
に
、
自
動
車
に
比
べ
て
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
と
い
っ
た
地
球
環
境
面
で
の
優
位
性
が

あ
る
。
自
動
車
輸
送
で
生
じ
る
渋
滞
や
交
通
事

故
の
発
生
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
る
。
い
わ
ば
、

自
動
車
の
「
社
会
的
費
用
」
を
抑
え
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
昨
今
で
は
、
鉄
道
の
存
在
効

果
も
、
国
土
交
通
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
け
る

社
会
的
便
益
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た（

３
）

。
鉄
道
の
存
在
そ
の
も
の
に
価
値
が
あ

る
と
い
う
考
え
方
で
、
例
え
ば
、
必
要
な
と
き

に
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
選
択
肢
が
あ
る
安
心

感
（
オ
プ
シ
ョ
ン
効
果
）
や
、
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
効
果
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
中
、
社
会
的
便
益
を
よ
り
広
く
解

釈
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
海
外
で
登
場
し
て

い
る
。
一
つ
は
、
経
済
的
な
集
積
効
果
で
あ
る
。

鉄
道
に
よ
っ
て
人
口
や
産
業
が
集
積
す
る
こ
と

で
、
生
産
性
が
上
昇
す
る
と
い
う
間
接
効
果

を
、「
広
義
便
益
（w

ider benefits

）」
と
し

て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
、
実
際
、

ロ
ン
ド
ン
市
内
を
横
断
す
る
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
従
来
の
社
会
的
便
益
の
額
に
さ
ら
に

広
義
便
益
と
し
て
5
割
以
上
が
上
乗
せ
さ
れ
る

と
い
う
計
算
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
広
義
便
益
に
は
、
よ
り
広
い
社
会
的

な
効
果
も
含
ま
れ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

そ
こ
で
使
わ
れ
る
概
念
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
で
あ
る
。ソ
ー
シ
ャ
ル・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、

交
通
施
設
や
水
道
、
電
気
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ

ラ
と
区
別
す
る
た
め
、
日
本
語
で
は
「
社
会
関

係
資
本
」
と
訳
さ
れ
る
。
国
際
的
に
も
ま
だ
そ

の
定
義
は
定
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
心
の
外
部
性
を
と
も
な
っ
た
信
頼
・
規
範
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（

４
）

」
と
い
う
考
え
方
が
最
大
公
約

数
と
し
て
の
理
解
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、

東
日
本
大
震
災
の
際
に
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
た

「
絆
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
と
わ
か
り
や

す
い
。「
お
互
い
様
」
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
、

信
頼
で
心
を
通
わ
せ
る
つ
な
が
り
が
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を

育
ん
だ
り
、
阻
害
し
た
り
す
る
要
素
と
し
て
は
、

家
族
・
学
校
・
宗
教
と
い
っ
た
社
会
制
度
、
所

得
の
よ
う
な
経
済
的
要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

海
外
で
は
交
通
の
あ
り
方
も
重
要
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
地
域
社
会
に
参
加
し
、
人
と
の
つ

な
が
り
や
信
頼
関
係
を
得
る
た
め
に
は
、
移
動

が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
交
通
の
あ
り

よ
う
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
形
成
に

影
響
が
あ
る
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。

鉄
道
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
は
ま
だ
研
究
者
の
間
に
も
コ

ン
セ
ン
サ
ス
は
な
い
。
た
だ
、
筆
者
が
富
山
市

と
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（

５
）

を
紹
介
す
る
と
、

２
０
０
６
年
の
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
導
入
が
、

沿
線
住
民
に
各
種
活
動
に
対
す
る
積
極
的
な
参

加
を
促
進
し
、
友
人
・
知
人
と
の
頻
繁
な
交
流

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
特
に
高
齢
者
は
、

新
た
な
知
り
合
い
を
増
や
す
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
自
家
用
車
の
運
転
を
減
ら
す
こ

と
で
、
友
人
・
知
人
に
会
っ
た
り
新
た
な
知
り

合
い
を
得
た
り
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
よ
う
に
利

便
性
の
高
い
公
共
交
通
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
沿

線
住
民
の
行
動
が
変
わ
り
、
沿
線
の
人
間
関
係

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
び
付
き
を
強
め
る
。
鉄

道
と
い
う
信
頼
で
き
る
交
通
手
段
で
、
か
つ
利

便
性
が
高
い
の
で
あ
れ
ば
、
間
接
的
に
鉄
道
の

沿
線
地
域
の
経
済
・
社
会
に
も
プ
ラ
ス
の
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
地
域
住
民
の
高
齢
化
が
進
む
と
き
、

お
互
い
が
助
け
合
え
る
社
会
は
、
従
来
以
上
に

そ
の
意
味
が
あ
る
。
筆
者
は
、
鉄
道
の
持
つ
こ

う
し
た
地
域
社
会
へ
の
効
果
は
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
性
を
増
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

上／ 1979 年、朝の粟生線鈴蘭台上りホーム。
下／神戸電鉄は複線化工事など輸送力増強に努めた。写真
は鈴蘭台西口－藍那間。（写真提供：神戸電鉄株式会社）
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５
．
粟
生
線
問
題
の
考
え
方

振
り
返
っ
て
粟
生
線
の
存
廃
問
題
を
見
る

と
、
神
戸
都
市
圏
の
大
量
輸
送
手
段
と
し
て
発

展
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
状
況
の
変
化

の
中
で
、
鉄
道
と
し
て
の
役
割
を
改
め
て
問
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

先
に
整
理
し
た
鉄
道
の
役
割
を
基
準
に
す
る

と
、
目
的
地
へ
の
速
達
性
と
い
う
点
で
、
粟
生

線
は
今
や
バ
ス
に
劣
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
道
路

が
整
備
さ
れ
た
結
果
、
粟
生
線
沿
線
の
住
民

は
、
バ
ス
で
よ
り
速
く
神
戸
の
都
心
に
到
着
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
バ
ス
で
あ
れ
ば

着
席
し
て
の
通
勤
も
可
能
で
、
乗
り
換
え
も
不

要
と
な
る
と
、
さ
ら
に
鉄
道
が
劣
位
に
な
る
。

ま
た
、
粟
生
線
を
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
考
え
た

と
き
も
、
必
ず
し
も
日
常
生
活
に
直
結
し
た
交

通
機
関
と
は
言
い
難
く
な
っ
て
い
る
。
鉄
道
沿

線
に
あ
っ
た
病
院
は
移
転
し
、
駅
に
近
い
古
く

か
ら
の
市
街
地
は
空
洞
化
し
て
い
る
。
交
通
は
、

生
活
す
る
上
で
の
目
的
（
本
源
的
需
要
）
を
満

た
す
際
に
発
生
す
る
派
生
需
要
で
あ
る
が
、
粟

生
線
を
利
用
し
て
も
本
源
的
需
要
が
満
た
さ
れ

な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
粟
生
線
は
、
利
用
者
が
減

少
し
た
と
は
い
え
、
今
な
お
年
間
６
５
６
万
人

（
14
年
度
）
が
利
用
す
る
。
輸
送
密
度
も
減
少

し
た
と
は
い
え
、
三
木
市
内
（
志
染

－

恵
比
須
）

で
も
、
今
な
お
１
日
当
た
り
約
６
５
０
０
人
を

運
ん
で
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
輸
送
手
段
と
し

て
の
役
割
は
依
然
と
し
て
大
き
く
、
多
く
の
利

用
者
が
便
利
な
生
活
の
足
と
し
て
い
る
。
も
し
、

こ
れ
だ
け
の
輸
送
規
模
を
バ
ス
に
転
換
す
る
な

ら
ば
、
か
な
り
の
増
発
を
し
て
も
混
雑
は
避
け

ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
人
々
が
自
家
用
車
に
転
じ

れ
ば
道
路
は
大
混
雑
と
な
る
。
自
動
車
の
外
部

不
経
済
が
顕
現
化
し
、
社
会
的
便
益
の
大
幅
な

低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
社
会
的
便
益
と
比
較
し
て
粟
生
線

の
赤
字
額
が
あ
ま
り
に
大
き
い
と
い
う
見
方
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も

粟
生
線
は
、
地
方
の
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
カ
ル
鉄
道

と
は
事
情
が
異
な
る
。
償
却
前
の
営
業
収
支

ベ
ー
ス
で
見
れ
ば
、
運
行
費
用
に
見
合
う
運
賃

収
入
を
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
事
業

者
の
経
費
削
減
努
力
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
現
在
の
粟
生
線
の
赤
字
の
原
因
は
、
過

去
の
輸
送
力
増
強
投
資
等
の
資
産
に
か
か
る
維

持
管
理
費
用
と
金
利
負
担
で
あ
っ
て
、
日
々
の

運
行
自
体
が
赤
字
の
原
因
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
は
理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
粟
生
線
の
鉄
道
と

し
て
の
役
割
は
、
以
前
よ
り
も
低
下
し
て
い
る

と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
相
応
の
社
会
的
便
益

を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
か
か
る
費
用
が
決
し
て

理
不
尽
に
大
き
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
、
人
口
が
減
少
し
、
右
肩
上
が
り
の

時
代
が
終
焉
し
た
今
日
、
一
民
間
事
業
者
が
社

会
的
に
最
適
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
担
え
な
い
こ

と
も
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
粟
生
線
に
限
ら
ず
、

今
後
、
地
方
圏
の
み
な
ら
ず
大
都
市
の
周
辺
部

で
も
次
々
と
起
こ
り
得
る
問
題
な
の
で
あ
る
。

６
．
今
後
の
課
題

そ
れ
で
は
、
鉄
道
が
最
適
な
形
で
社
会
に
対

す
る
役
割
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
方
策
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
筆
者
の
考
え
方
を
述
べ
て
、
本
稿
の
ま
と

め
と
し
た
い
。

ま
ず
第
１
に
、
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

鉄
道
事
業
は
装
置
産
業
で
あ
る
、
外
部
経
済
効

果
を
も
た
ら
す
な
ど
、
教
科
書
的
に
は
市
場
原

理
が
成
り
立
た
な
い
分
野
と
し
て
記
述
さ
れ
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
場
合
、
大
都
市
圏
に
お

け
る
過
密
輸
送
と
急
増
す
る
人
口
、
右
肩
上
が

り
の
経
済
の
中
で
、
民
間
事
業
者
が
単
独
で
鉄

道
事
業
を
行
え
る
稀
有
な
状
況
に
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
時
代
は
終
わ
っ
た
。
大
都
市

圏
で
さ
え
も
、
そ
の
周
辺
部
の
鉄
道
は
地
域
が

土
台
を
支
え
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
行
政
が
前
面
で
事
業
を
進
め
た
の

で
は
非
効
率
な
事
業
に
な
る
。
そ
こ
で
、
欧
州

の
鉄
道
復
権
の
仕
組
み
で
あ
っ
た
「
上
下
分
離

方
式
」、
つ
ま
り
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
と
運
行
サ
ー
ビ

ス
を
切
り
離
し
、
民
間
事
業
者
は
イ
ン
フ
ラ
の

重
石
を
離
れ
て
、
民
間
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア

と
サ
ー
ビ
ス
に
徹
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

第
２
は
、
行
政
が
鉄
道
と
い
う
既
存
資
産
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
ま
ち
づ

く
り
と
交
通
シ
ス
テ
ム
を
整
合
さ
せ
た
計
画
を

実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
鉄
道

の
み
な
ら
ず
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
従
来
競

争
関
係
に
あ
っ
た
公
共
交
通
事
業
者
を
協
力
関

係
に
持
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
14

年
に
改
正
さ
れ
た
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再

生
法
の
下
で
は
、
行
政
が
仲
介
す
る
形
で
実
現

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
全

体
最
適
を
図
る
交
通
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
、
鉄

道
は
そ
の
潜
在
能
力
を
最
大
限
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
欧
州
の
よ
う
な
「
統
合
的
交
通
政

策
」
の
実
施
で
あ
る
。

第
３
に
、
鉄
道
事
業
者
も
、
地
域
と
の
共
生

を
さ
ら
に
探
る
こ
と
で
あ
る
。
鉄
道
が
地
域
社

会
の
絆
、
つ
ま
り
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
醸
成
に
貢
献
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
鉄
道
は

も
っ
と
地
域
行
政
、
地
域
住
民
と
の
対
話
を
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
多
角

的
な
事
業
展
開
に
よ
っ
て
地
域
貢
献
を
し
て
き

た
と
は
思
う
が
、
利
用
者
や
沿
線
住
民
は
本
当

に
満
足
し
て
い
る
の
か
、
鉄
道
事
業
者
と
沿
線

の
間
に
信
頼
関
係
は
築
け
て
い
る
の
か
、
地
域

に
と
っ
て
必
要
な
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
は
何
な
の
か

等
々
、
再
考
し
て
み
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
富
山

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
、
運
行
本
数
を
４
倍
以
上
に

し
、
車
両
や
駅
設
備
を
全
面
的
に
更
新
し
た
こ

と
で
、
沿
線
住
民
か
ら
支
持
さ
れ
、
沿
線
住
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
る
。

高
齢
化
と
と
も
に
自
家
用
車
を
運
転
で
き
な

い
人
が
増
え
、
一
方
で
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応

が
迫
ら
れ
て
い
る
。「
絆
」
の
あ
る
豊
か
な
地
域

社
会
を
持
続
・
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
れ
ば
、

鉄
道
が
果
た
す
役
割
は
む
し
ろ
従
前
よ
り
も
大

き
く
な
る
。
目
先
の
事
業
収
支
に
と
ら
わ
れ
ず
、

行
政
、
住
民
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
鉄

道
の
最
適
活
用
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
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